


御倉遺跡、は、草津市南西部の湖岸近くに位置する遺

跡で、以前より草津JII改修事業により調査が進められ

てきている。今年度は、調査残地となっている新草津

川左岸側の浜信道より上流の部分8，800ぱを調査対象

として発掘調査を実施した。

今回の調査区は、中央部に旧北川河川敷が存在する

ため、その部分を除外して誠査を行った。調査の結果、

!日河川が18北川河川敷のJ[癌を大きく上回って広がって

いることが判明し、遺構詣の残存は調査対象区域の北

東部分に限られた。

この遺構面から検出された遺構は、以前の調査で確

認されていた遺構に連続するもので、調査区西側では

古墳時代前期の溝跡等、東側ではかつての調査で検出

された古墳群、方形周溝墓群の一部と考えられる方墳

l基、そして調査区全域にわたって平安時代の柱跡、

溝跡等が検出された。

調査区東側で検出された方墳は、かつて北側の調査

区で確認された古墳の南半分で、一辺16mの規模を有

する。吉墳を取り巻く周溝は、 JIJ高4------5mであるが、

残存状況が悪く浅い。周溝内より 6世紀前半代の遺物

が出土した。

調査区西側では、以前の調査で確認された例と何様

の吉式土姉器を多量に出土する溝跡、が検出された。ま

た、以前の調査ではこの辺りを中心に古墳時代のもの

と考えられる柱穴群が密集して検出されたが、今田の

調査区ではあまり認められなかった。

今年度の調査では遺構の検出された範聞が摂られて

いたが、北川!日河道の北に広がる遺構の南r~良を掌援す

ることができた。

(草津市教育委員会藤居朗)

古墳検出状況(北から)

芦滞遺跡は、県史跡芦浦観音寺と

山近江八幡線(通称浜街道)との開に位置し、北側は

堺川を挟んでト守山市と接している。間辺には、欲賀西
おろしも はなつみでらはいじ びわだどう

遺跡をはじめ下物遺跡@花情寺廃寺@檎皮堂遺跡@印
きしろ

i技芯呂神社古墳群などの多くの遺跡が知られている。

今回、滋賀県住宅供給公社による住宅団地が計画さ

れるにあたって試掘調査を行ったところ、事業対象地

のほぼ全域にわたって遺構が広がることが明らかにな

ったため、引き続き発掘調査を実施することになった

ものである。

平成 4年度の調査では、堺川の!日河道と思われる自

然流路跡、鎌倉時代を中心とする掘立柱建物群e井戸@

土坑などが検出されている。遺跡の中央部から南東部

分にあたる平成 5年度の調査区では、弥生時代中期の

溝などの他に、最低 3基の古墳が確認されるに至った。

盟主墳と目される 1号墳はほぼ円形を呈し、墳丘部は

据からの直径約36mを測り、 i福7m前後、深さ 1m前

後の周濠を巡らせている。濠の部分を合わせた規模は、

南北約47m.東西約45mにおよぶ。周濠からは、円筒

埴輪や形象;埴輪の破片が少量出土しており、その年代

観から本古墳はおおむねら世紀前半から中頃までに築

造されたものと推測される。 2号墳は、 l

方約30mを縞てた地点に位置し、直径17m以上の円墳

と見られる。また 3号墳は、 2号墳の東に接して営ま

れた、南北約11m.東西約11.5mのほぼ正方形を呈す

る方墳である。 2号墳.3号墳の周溝あるいはその周

辺からは、 5世紀末から 6世紀初頭頃に属する須恵器

の器台。査@高杯@杯などが出土している。いずれの

古墳も墳丘部分については、少なくとも鎌倉時代頃ま

でには完全に削平を受けていたものと見られる。

古墳の築造された地点、は、堺川が形成する自然堤訪

上の微高地にあたっている。南方に位鐙する印i技志昂

神社古墳群などとの関連、被葬者の政治的経済的基盤、

対応する居住域の検討などについては今後の課題とす
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る他ないが、その背景に琵琶湖岸や堺JIIを介した水運

に関与する勢力の存在を考慮することも必要であろう。

(例滋賀県文化財保護協会 坂梨咲子@回路正幸)

烏丸崎遺跡は草津市下物町地先の烏丸半島の基部か

ら半島先端に広がる遺跡である。これまでにも数次に

わたる調査がなされており、弥生時代中期中葉から後

葉にかけての方形周溝墓群や弥生時代前期末の玉造工

房跡等が検出されている。今年度は、一昨年度に方形

周溝墓の開講中より木偶が出土し注包を集めた調査地

の南西隣を調査した。

今回の調査では弥生時代中期中葉(第III様式期)の

方形周溝墓 7基@大溝 1条、弥生時代中期前半(第II

~第III様式期の遺物包含層、弥生時代中期初頭(第五

様式期の掘立柱建物 1棟@土坑17基を検出した。その

他にも中世の遺物包含層@ピット等を検出しているが、

ここでは弥生時代の遺構@遺物について述べる。

盛土以下を掘削していくと、中世の遺物包含層であ

る黒色スクモ層があり、それを除去すると方形周溝墓

群が現われる。方形周溝墓はマウンドの遺存状況の良

好なものが 7基検出され、 I辺が6.5'"'-'8 mの小型のも

の5基と、 1辺10mを超える大型のものが 2基ある。

中でも 5号墓は 1辺10m以上、周溝の11話約 6m、用溝

底からマウンド頂までの高さ1.5mを測るものである。

供献土器は 2号基の周溝からのみ出土した。主体部は

7基のうち 4基から検出され、 2号慕は東西主軸のも

のが l基、 3号墓は北西~南東主軸のものが 2基並列、

4号幕は北東~南西主軸のものが2碁並列、 6号慕は

北東~南西主軸のものが 1基である。いずれも深さ約

10'"'-'20cm緯度で遺存状況は良いとは言えない。また、

主体部からは木棺の痕跡が検出されなかったことから、

方形の土坑に埋葬していたと患われる。この周溝墓群

の北東からは幅約 3m、深さ約50cmを測る大溝が検出

された。この大溝より北側に

下層掘立柱建物

方形周溝基群と大溝

られないことから、墓域の北眼を区画する溝と考えら

れる。

第III様式期の遺構は第II'"'-'III様式期の遺物包含眉ょ

に営まれている。この結果潤溝墓の周溝中より当期の

土器片をはじめ玉造関係遺物等が多数出土した。また、

遺物包含隠掘削中にも、竜王町堤ケ谷遺跡出土の磨製

石剣に類似したものや、土器が多数出土している。

先述の遺物包含躍の下からは第II様式期の掘立柱建

物 1棟、土坑17基を検出した。掘立柱建物は桁行4間

(約 4m) であるが、

酷が切られていたため 1間しか検出できなかった。土

坑は大きなもので直径 2..--.....4m、小さなもので荏径 1

m前後のものがあり、数基より第II様式の中でも古い

様相を示す土器が多数出土した。

(腕滋賀県文化財保護協会岩橋隆浩)

JR草津線手原駅毘辺の手原遺跡、では、瓦や掘立柱

建物群がみつかっていることや、帰国の条恩地割とは

異なる正南北方向の地割が遺存していることから、寺

院や官街といった性格が考えられている。

今回、 8世紀末墳..--.....9世紀の井戸が見つかったのは、

遺跡の中でも東寄りの地点である。調査区の付近では、

過去の調査で石替が出土し、総柱建物が見つかってい

る。

井戸は掘形の直径が270cmで、検出面下約110cmで枠

が検出された。この枠は長さ 3m、徒約70'"'-'80cmの丸

太材を 3ツ割りにし、春日りぬいて、組みあわせたもの

である。この枠のすぐ外側には四本の杭がたてられて

いた痕跡があり、方形の上部構造があったものと考え

られる。割りぬきの枠の下には、さらに径65m以上の

曲物枠が裾えられていた。

曲物枠内からは、須恵器把手付長頚壷@杯身が出土

した。割りぬきの枠内は腐植土および、擦で埋まって

おり、須恵器広口査、杯身、斎串、曲物などが出土し
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井戸出土須恵器把手付長頚壷

ている。枠の上はレキ層が堆積しており、意図的な埋

め戻しによるものと思われる。このレキ層からは墨書

土器 (i曾J.灰粕陶器)がみつかっている。

出土した遺物のうち、曲物枠内からみつかった須恵

器把手付長頚査は、器高21.2cm、体部径17.2cmで、う

っすらと自然紬のかかる肩部に、一箇所把手をつける

優品である。

本調査区では、ほかに掘立柱建物も出土している。

建物はほぼ真北方向を示すものである。手原遺跡では

官街的性格が考えられる企画性の高い建物群が知られ

るが、今回の調査成果は、これら建物群の構成やその

広がりを考える上で、ひいては栗太郡の律令期を考え

る上で、貴重な資料となろう。

(相場栗東町文化体育振興事業団 雨森智英)

6 .官営工房の一端を確認

栗東町苧原手原遺跡

手原遺跡は、 JR草津線手原駅周辺に存在し、近世

東海道の道筋にあたる。このあたりは、湖南平野一帯

に残存する条皇とは異なった正南北方向の地割が残存

していることから、従来より古代寺院や官街の存在が

予想されていた。

今回の調査は倉庫建設に先立ち、1993年 2月から同

年 7月にかけて行なわれた。確認した遺構は、偲立柱

建物30棟以上をはじめ、井戸、炭化土坑、耕作痕等が

ある。時期は、概ね以下のように 3時期に分けること

ができる。

I期 奈良時代後半~平安時代前半(8"-' 9世紀)

II期平安時代中頃 (10"-'11世紀)

III期 平安時代後半~鎌倉時代前半 (12"-'13世紀)

T 1 (西側)は、奈良時代中墳から後半の倉庫群が

確認された1983年度調査区の南側にあたり、ここでも

その続きと思われる倉庫を中心とした10棟以上の建物

が確認されている。 T2 (東側)では、 I期前半と忠、

われる比較的大型の建物が集中し、調査区の東端に存

調査区全景(東から商を望む)

在する溝から

は、多量の炭

に?昆じってふ

いごの羽口片

やガラス淳と

思われるもの

が検出された。

また、隣接し

て製鉄や鋳造

等の生産遺跡

によくみられ

る、炭が堆積

した土坑が存

在したことか

ら、調査地の

南東方向に官

営工房が広が

っていた可能性が想定できる。 II期では、井戸を囲ん

だ 4棟の建物が確認されており、井戸からは、祭肥の

跡がうかがえる燃えさしゃ墨書土器等が出土している。

手原遺跡では、これまでの調査で企画性のある倉庫

群や、郡街の正庁にみられるような大型の建物が確認

されていたが、地区によって'性格の異なる施設が分け

られていたことが、今回の調査でも一層明確となった。

特-に南東隅に存在したと認定される官営工房について

は、今後注目すべき点のひとつである。

(胸栗東町文化体育振興事業団 近藤広)

7.後期古墳を 9基調査
しもとやま わだ

栗東町下戸山 和田古墳群

野洲川左岸の沖積地を一望する独立丘陵安養寺山一

帯には、墳長98mを測る帆立貝形古墳の椿山古墳や初

期馬呉が出土した新開 l号墳をはじめ、多くの古墳が

分布する。和田古墳群は、その安養寺山の西麓、標高

117m"-'127mに分布する後期群集墳である。古墳群整

備のため、安養寺山古墳群調査整備委員会により発掘

調査が実施された。

調査された古墳 9基はすべて円墳で、うち最高所に

築れた 1号墳が最大規模で径17m、高さ3.3mを測る。

一方、最も小規模な 4号墳は径 8mである。主体部は

竪穴系横口式石室 8基と横穴式石室 l基で、横穴式石

室を内部主体に採用した 8号墳は、古墳群中最も新し

い時期の築造である。竪穴系の石室は、玄室に対じて

羨道が短く、しきり石や傾斜により段をもたせ羨道を

高くしでいる。玄室床聞には、探床をもつものともた

ないものがある。石室規模は、 l号墳で玄室長3.6m、

11:届2.1m。羨道長1.2m、幅0.8mで、 長さ3.2mの嘉道

がつく。
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